
早
稲
田
大
学
東
洋
哲
学
会
大
会
の
御
案
内 

 

拝
啓 

惜
春
の
候
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
愈
々
御
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
さ
て
、
早
稲
田
大
学
東
洋
哲
学
会
第
三
十
四
回
大
会
を
、
左
記
の
通
り
開
催
致
し
ま
す
の
で
、 

な
に
と
ぞ
御
出
席
賜
り
ま
す
よ
う
御
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

敬
具 

 
 

平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
八
日 

早
稲
田
大
学
東
洋
哲
学
会 

各
位 

                           

記 

     

早
稲
田
大
学
東
洋
哲
学
会 
第
三
十
四
回
大
会 

    

〈日 

時
〉 

六
月
十
日
（土
曜
日
） 
午
前
十
時
三
十
分
よ
り 

    

〈会 

場
〉 

早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院 
三
十
三
号
館
三
階 

第
一
会
議
室 

     

〈プ
ロ
グ
ラ
ム
〉 

 

○
研
究
発
表
・
午
前
の
部
（午
前
十
時
三
十
分
よ
り
） 

一
、
水
の
精
考
―
―
『今
昔
物
語
集
』巻
二
十
七
第
五
話
「冷
泉
院
水
精
成
人
形
被
捕
語
」
と
類
話
を
中
心
に
―
― 

早
稲
田
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程 

 

崔 
 

鵬
偉 

一
、
范
曄
『後
漢
書
』の
「党
人
」評
価
と
六
朝
時
代
の
「史
」 

早
稲
田
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程 

 

袴
田 

郁
一 

一
、
伊
藤
仁
斎
に
お
け
る
「誠
」と
「修
為
」 

早
稲
田
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程 

 

益
田 

貴
裕 

 

○
研
究
発
表
・
午
後
の
部
（午
後
一
時
十
分
よ
り
） 

一
、
智
顗
の
教
学
に
お
け
る
病
行
に
つ
い
て 

早
稲
田
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程 

 

日
比 

宣
仁 

一
、
中
世
曹
洞
宗
に
お
け
る
五
位
説
の
始
源
に
つ
い
て 

イ
タ
リ
ア 

カ
・
フ
ォ
ス
カ
リ
大
学
博
士
課
程 

 

マ
ル
タ
・
サ
ン
ヴ
ィ
ド 

一
、
王
安
石
に
お
け
る
無
為
の
思
想 

経
済
産
業
省
非
常
勤
職
員 

 

梶
田 
祥
嗣 

一
、
『列
女
伝
』研
究
序
説
―
―
中
国
近
世
に
お
け
る
流
布
と
受
容
を
中
心
に
―
― 

早
稲
田
大
学
非
常
勤
講
師 

 

仙
石 

知
子 

一
、
縁
起
性
に
基
づ
く
無
自
性
性
論
証
成
立
の
思
想
的
背
景
に
関
す
る
一
考
察 

早
稲
田
大
学
文
化
構
想
学
部
助
教 

 

佐
藤 

 

晃 

 

○
講 

 

演
（午
後
四
時
よ
り
） 

一
、
『老
子
』の
思
想
的
特
質 

東
京
大
学
名
誉
教
授 

 

蜂
屋 

邦
夫 

 

○
総   

会
（午
後
五
時
三
十
分
よ
り
） 

○
懇 

親 

会
（午
後
六
時
よ
り
） 

  

会 

場  

第
一
会
議
室 

  

会 

費  

四
〇
〇
〇
円
（学
生 

三
〇
〇
〇
円
） 

  

【追 

記
】 

※  

大
会
当
日
の
御
連
絡
は
、
東
洋
哲
学
コ
ー
ス
室
（電
話
〇
三-

五
二
八
六-

三
七
〇
一
）ま
で
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 


